
問い合わせ先

知的財産を目的とする担保権の設定に対しては、以前より、資金調達の新たな
方法として期待されてきたが、実際の活用事例は少ない状況にとどまっている。
本報告では、 まず、現行法における知財担保の位置づけを確認し、 活用が少
ない状況である理由について法的側面から検討を加え、問題点を明らかにした
上で、法律学と経済学・会計学のコラボレーションを通して、どのような解決方法
が提示できるのかを探る。
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